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藤原寛行、松原茂樹。短時間の砕石位で発生した坐骨神経障害（症例報告）。第 89回栃

木県産科婦人科学会学術講演会 とちぎ健康の森 2019年 2月 3日 

 

香川景子、高橋宏典、山本夏倫、鈴木寛正、薄井里英、大口昭英、松原茂樹。妊娠高血圧

症に合併した Empty Sella症候群：症例報告。第 44回栃木県母性衛生学会総会 自治医

科大学 2019年 6月 23日 

 

木佐美祥、内田真一郎、永山志穂、鈴木寛正、高橋宏典、薄井里英、大口昭英、松原茂

樹。加重型妊娠高血圧腎症を発症した生体腎移植後妊娠－症例報告－。第90回栃木県産科

婦人科学会学術講演会 とちぎ健康の森 2019年9月1日 

 

小林亜美、高橋詳史、種市明代、峯積拓巳、斗澤昇平、杉山瑞穂、馬場洋介、竹井裕二、

大口昭英、藤原寛行、松原茂樹。妊娠中にTC療法を行い、妊娠32週で帝王切開した子宮頸

部腺癌Ⅰ B1期：症例報告。第89回栃木県産科婦人科学会学術講演会 とちぎ健康の森 

2019年2月3日 

 

小林亜美、高橋宏典、堀江健司、平嶋洋斗、馬場洋介、薄井里英、大口昭英、松原茂樹。

胎児けいれんに伴う cardiotocogram の新規所見 sinusoidal pattern と postictal tachycardia。第

55回日本周産期・新生児医学会学術集会 キッセイ文化ホール 2019年 7月 15日 

 

小柳貴裕、嵯峨泰、高橋詳史、葭葉貴弘、高橋寿々代、町田静生、種市明代、竹井裕二、藤原

寛行、松原茂樹。CRISPR/Cas9によるバソヒビン 2 ノックアウトは子宮頸がん細胞のパクリタキセル

感受性を増強させる 第 71回日本産科婦人科学会学術講演会 名古屋国際会議場 2019年 4

月 13日 

 

小柳貴裕、嵯峨泰、高橋詳史、葭葉貴弘、高橋寿々代、町田静生、種市明代、竹井裕二、藤原

寛行、松原茂樹。子宮頸がん細胞株におけるバソヒビン2ノックアウトとパクリタキセル感受性の関

連  第61回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター 2019年7

月4日 
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水津枝理、堀江健司、田村昂平、鈴木寛正、高橋宏典、薄井里英、大口昭英、松原茂樹。

常位胎盤早期剝離と肺塞栓症を発症したプロテインS欠乏症合併妊娠－症例報告－。第138

回関東連合産科婦人科学会総会・学術集会 前橋ベイシア文化ホール 2019年10月19日 

 

鈴木達也、大橋麻衣、藤本揚子、成見莉紗、一井直樹、杉山瑞穂、石田洋一、竹井裕二、

藤原寛行、松原茂樹。当院におけるがん・生殖医療の現況 第 50回栃木県癌治療懇話会 

宇都宮 2019年 7月 6日 

 

鈴木寛正。妊婦における血圧測定と降圧基準についてのアンケート調査結果。第 40回日

本妊娠高血圧学会 シンポジウム 埼玉県県民健康センター 2019年 9月 21日 

 

瀧澤俊広、高橋宏典、小古山学、大口昭英、竹下俊行、松原茂樹。ヒト初期胎盤の合胞体

性栄養膜細胞は miRNA を生合成している。第 71回日本産科婦人科学会学術講演会 名古

屋国際会議場 2019年 4月 13日 

 

高橋寿々代、竹井裕二、種市明代、高橋詳史、小柳貴裕、葭葉貴弘、嵯峨泰、藤原寛行、

松原茂樹。全身状態不良の卵巣癌症例に対する weekly パクリタキセル＋カルボプラチン療

法の有効性と安全性。第 61回日本婦人科腫瘍学会 新潟 2019年 7月 4-6日 

 

高橋詳史、竹井裕二、町田静生、種市明代、髙橋寿々代、葭葉貴弘、森澤宏行、小柳貴

裕、嵯峨泰、藤原寛行、松原茂樹。婦人科悪性腫瘍術後に発症する卵巣静脈血栓症の頻

度。第 71回日本産科婦人科学会 名古屋国際会議場 2019年 4月 11-14日 

 

高橋詳史、竹井裕二、町田静生、種市明代、髙橋寿々代、葭葉貴弘、小柳貴裕、嵯峨泰、

藤原寛行、松原茂樹。婦人科悪性腫瘍術後に発生する卵巣静脈血栓症。第 61回日本婦人

科腫瘍学会 朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター 2019年 7月 4-6日 

 

竹井裕二、種市明代、高橋寿々代、高橋詳史、葭葉貴弘、小柳貴裕、森澤宏行、内田真一

郎、田村昂平、嵯峨泰、藤原寛行、松原茂樹。Heavyな前治療を有する再発卵巣癌患者へ

のlower-doseトポテカン療法の有効性と安全性。第71回日本産科婦人科学会 名古屋 2019

年4月11-14日 

 

田村昂平、鈴木達也、藤本揚子、成見莉紗、杉山瑞穂、堀江健司、大橋麻衣、石田洋一、 

松原茂樹。 採卵後8日目に緊急開腹止血術を施行した遅発型卵巣出血：症例報告。 第

64回日本生殖医学会学術講演会・総会 神戸 2019年11月7日 
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千葉淳美、大亀真一、山口聡、平田幸広、徳永英樹、西尾真、竹井裕二、横山良仁、川畑

絢子、市川亮子、西村正人、駒崎裕美、佐藤敏治、齋藤良介、吉田学、寺本典弘、三上芳

樹、島田宗昭、竹原和宏、紀川純三。子宮頸部非扁平上皮癌IB2-IIB期における治療法と

予後に関する後方視的検討（SGSG-015）。第61回日本婦人科腫瘍学会 新潟 2019年7月

4-6日 

 

斗澤昇平、高橋宏典、永山志穂、堀江健司、馬場洋介、薄井里英、大口昭英、松原茂樹。

母体貧血への輸血により妊娠延長できた Chronic Abruption Oligohydramnios 

Sequence(CAOS) :症例報告。第137回関東連合産科婦人科学会総会・学術集会 都市センタ

ーホテル 2019年6月15日 

 

成見莉紗、小柳貴裕、竹井裕二、高橋詳史、葭葉貴弘、高橋寿々代、種市明代、藤原寛行、松

原茂樹。胃型粘液性癌との鑑別を要した子宮頸部嚢胞性病変（頸管腺過形成）の一例  第 24

回日本外科病理学会学術集会 ホテルマイステイズ宇都宮 2019年 10月 11日 

 

成見莉紗、小柳貴裕、田村昂平、淺野歩未、種市明代、鈴木達也、竹井裕二、藤原寛行、松原

茂樹。子宮内膜細胞採取器具に子宮内膜ポリープが挟み込まれ抜去困難となった一例 第

34回日本女性医学学会学術集会 ヒルトン福岡シーホーク 2019年 11月 2日 

 

馬場洋介、高橋宏典、高橋佳代、堀江健司、山口順子、矢田ゆかり、片岡功一、小古山

学、永山志穂、鈴木寛正、薄井里英、桑田知之、大口昭英、藤原寛行、松原茂樹。羊水

FISH検査導入前後の診療変化：超音波外来。第89回栃木県産科婦人科学会学術講演会 と

ちぎ健康の森 2019年2月3日 

 

平嶋周子、大口昭英、高橋佳代、鈴木寛正、小古山学、永山志穂、高橋宏典、薄井里英、

桑田知之、松原茂樹。妊娠高血圧腎症のハイリスクとしての妊娠初期の temporary 

hypertension。第 40回日本妊娠高血圧学会 埼玉県県民保健センター 2019年 9月 21日 

 

藤本揚子、石田洋一、田村昂平、成見莉沙、池田伴衣、鈴木達也、角田啓道、山口千恵

子。反復着床不成功症例に対する自己末梢血単核球（peripheral blood mononuclear 

cells; PBMC）子宮内注入法の後方視的検討。第4回とちぎ生殖医療研究会 宇都宮 2019年

2月14日 

 

堀江健司、高橋佳代、高橋宏典、馬場洋介、片岡功一、松原茂樹。胎児異常と診断された

場合の分娩前後での家族支援。第8回関東胎児心エコー勉強会 自治医科大学 2019年6月

9日 
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峯積拓巳、髙橋寿々代、竹井裕二、高橋詳史、伊藤千紗、斗澤昇平、種市明代、藤原寛

行、松原茂樹。全身状態不良の進行卵巣癌に対し weekly-TC 療法が奏効し 10 年無再発生

存を得た 1例。第 137 回関東連合産科婦人科学会総会・学術集会 都市センターホテル 

2019年 6月 15日 

 

山本一貴、高橋詳史、竹井裕二、小林亜美、杉山瑞穂、小柳貴裕、葭葉貴弘、髙橋寿々

代、 種市明代、嵯峨泰、藤原寛行、松原茂樹。卵黄嚢腫瘍に対する BEP 療法後に発症し

た Growing teratoma syndrome：症例報告。第 138回関東連合産科婦人科学会総会・学術集

会 前橋ベイシア文化ホール 2019年 10月 19-20日 

 

葭葉貴弘、嵯峨泰、小柳貴裕、高橋詳史、髙橋寿々代、森澤宏行、町田静生、種市明代、

竹井裕二、藤原寛行、松原茂樹。16型ヒトパピローマウイルス E6の CRISPR/Cas9による

ノックアウトは子宮頸がんのバゾヒビン 2発現を抑制する 第 71回日本産科婦人科学会

学術講演会 名古屋国際会議場 2019年 4月 13日 

 

葭葉貴弘、嵯峨泰、小柳貴裕、高橋詳史、髙橋寿々代、町田静生、種市明代、竹井裕二、

藤原寛行、松原茂樹。CRISPR/Cas9により E6をノックアウトすると 16型 HPV 陽性子宮頸

がんの VASH2 発現を抑制する 第 61回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 朱鷺メッセ新潟

コンベンションセンター 2019年 7月 4日 

 

和田善光、鈴木寛正、平嶋洋斗、若松修平、神永恭子、馬場洋介、坂本有希、峯積拓巳、

伊藤千紗、小沼誠一、大口昭英、松原茂樹。妊娠中に急性硬膜下血腫のみ示した脳動脈瘤

破裂－症例報告－。第 138回関東連合産科婦人科学会総会・学術集会 前橋ベイシア文化

ホール 2019年 10月 19日 

 

著書・総説 

大口昭英。妊娠高血圧腎症の予知。日本胎盤学会編集：基礎と臨床の両側面からみた胎盤

学 182-188 メジカルビュー社 2019年 12月 

 

大口昭英。【妊娠高血圧症候群 update】予知・予防：妊娠高血圧腎症の発症予知

(Prognosis Asia)．周産期医学．2019;49:1381-1385. 

 

大口昭英。【知っていますか？産科主要疾患－最新の定義／海外の定義との違い】妊娠後

半期出血・分娩後異常出血：分娩後異常出血－海外との違い.周産期医学．2019;49:1014-

1016. 
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大口昭英。【胎盤学と胎児学の新たな国際展開】胎盤由来バイオマーカーを用いた妊娠高

血圧腎症の発症予知・予防．医学のあゆみ．2019;10:783-788. 

 

大口昭英、平嶋周子、鈴木寛正。【妊娠高血圧症候群-PIHから HDPへ】妊娠高血圧腎症の

発症原因：sFlt-1、PlGF．産科と婦人科．2019;86:187-193. 

 

白砂孔明、高橋宏典、大口昭英。妊娠高血圧腎症における NLRP3インフラマソームの役

割．Reproduct Immunol Biol. 2019;34:1-8. 

 

鈴木達也。生殖内視鏡−経腟腹腔鏡のピットフォールと対処法。 「不妊症・不育症診療 

その伝承とエビデンス」 (編) 柴原浩章 中外医学社 東京 pp81-87 2019 

 

高橋宏典。分娩後異常出血に対する止血法：Uterine compression suture(MY 縫合), Bakri バ

ルーン, MT-holding．日本周産期・新生児医学会雑誌. 2018 ; 54 : 1241-1243.（去年未

掲載） 

 

竹井裕二、藤原寛行、小原 泉、中山章子。子宮全摘術後・卵巣嚢腫摘出術後ドレナー

ジ. In 永井秀雄監修. ドレーン&チューブ管理マニュアル 改訂第 2版. 247-251. 2019. 

 

竹井裕二、藤原寛行、小原 泉、中山章子。後腹膜リンパ節郭清術後ドレナージ In 永

井秀雄監修. ドレーン&チューブ管理マニュアル 改訂第 2版. 252-256. 2019. 

 

竹井裕二、藤原寛行。子宮がん In 泉孝英（編集主幹）。ガイドライン外来診療 2019 

日経メディカル開発 2019 pp619-624 

 

藤原寛行。女性生殖器腫瘍 In山田俊幸編. がんの臨床検査ハンドブック. 日本医事新報

社. 184-190, 2019. 

 

藤原寛行。HPV検査 In 一般社団法人 日本婦人科がん検診学会編 子宮頸部細胞採取の手

引き p83-86, 2019. 

 

藤原寛行、鈴木達也。婦人科悪性腫瘍とプレコンセプションケア. 産婦人科の実際 

68:1243-1247, 2019 
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堀江健司。【知っていますか？産科主要疾患－最新の定義／海外の定義との違い】切迫早

産・頸管無力症・そのほかの関連疾患：頸管無力症－我が国の実態 周産期医学 

2019;49:967-970 

 

松原茂樹。帝王切開術 I  基本術式 -そのコツと勘所― 産婦人科研修ノート 改訂3版 

pp207-210 2019年4月 診断と治療社 

 

松原茂樹。帝王切開術 II  ―Difficult caseでの工夫― 産婦人科研修ノート 改訂3版 

pp211-214 2019年4月 診断と治療社 

 

松原茂樹、高橋宏典。癒着胎盤。臨床産科学テキスト 170-174 2019年 5 月 Medica 出

版 

 

講演・その他 

鈴木達也。精子調整法・顕微授精。第 18回日本卵子学会生殖補助医療資格認定制度講習

会 東京 2019年 4月 20日 

 

鈴木達也。生殖医療の topic〜PGT-A を中心に〜。宇都宮市産婦人科医会学術講演会 宇都

宮 2019年 6月 14日 

 

鈴木達也。Judgement Based-Reproductive Medicine〜判例から生殖医療を考える〜。第 64回

日本生殖医学会 神戸 2019年 11月 7-8日 

 

鈴木達也。Judgement Based-Reproductive Medicine〜判例から生殖医療を考える〜。富士製

薬工業社内勉強会 下野市 2019年 12月 11日 

 

高橋宏典。分娩後異常出血に対する新しい治療戦略 2018年度練馬区周産期医療連携研修

会 2019年 3月 28日 練馬光が丘病院 

 

高橋宏典。無侵襲的出生前遺伝学的検査(NIPT: non-invasive prenatal genetic testing)について 

第 8回胎児心エコー研究会 2019年 6月９日 自治医科大学 

 

高橋宏典。Retained products of conception(RPOC)の管理方法。2019年度宇都宮産婦人科医

会および各群市部合同研修会教育講演 2019年 5月 10日 宇都宮ホテル東日本  
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高橋宏典。Retained products of conception(RPOC)の診断と管理方法。2019年度妊娠高血圧

学会ランチョンセミナー 2019 年 9 月 22 日 埼玉県県民健康センター 

 

種市明代。薬局薬剤師サンデーセミナー 「明日から使える子宮内膜症の知識」 宇都宮 

2019 年 5 月 12 日 

 

種市明代。あすか製薬社内研修会 「明日から使える子宮内膜症・子宮筋腫の知識」 宇

都宮 2019 年 7 月 18 日 

 

種市明代。「卵巣癌におけるベバシズマブ（アバスチン）の使用経験」 Yakushiji on 

Gynecologic Cancer 下野 2019 年 9 月 4 日 

 

藤原寛行。再発卵巣がん治療に対する最近の知見. 再発卵巣がん治療カンファレンス. 東

京, 2019.3.11. 

 

藤原寛行。[ランチョンセミナー] 再発卵巣がん治療 ～ What is our goal?. 第 61回日

本婦人科腫瘍学会. 新潟, 2019.7.4. 

 

藤原寛行。[メディカルセミナー] 卵巣がん治療戦略. 第 17回日本臨床腫瘍学会. 京都, 

2019.7.20. 

 

藤原寛行。再発卵巣がん治療～最近の知見と動向～. 那須郡市部産婦人科医会学術講演

会. 那須, 2019.7.26. 

 

藤原寛行。再発卵巣がん治療～最近の知見と動向～. 函館再発卵巣がん治療カンファレン

ス. 函館, 2019.9.20. 

 

藤原寛行。子宮頸がん検診の将来展望. 栃木県産婦人科医会那須郡市地区部会. 那須, 

2019.10.2. 

 

藤原寛行。子宮頸がん検診の将来展望. 栃木県産婦人科医会小山地区部会. 小山, 

2019.10.3. 

 

藤原寛行。[教育講演] 子宮頸がん検診の将来展望. 第58回日本臨床細胞学会秋期大会. 

岡山, 2019.11.16. 
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藤原寛行。進行卵巣癌初回治療に関するEvidenceを読み解く. 中外Webセミナー. 東京, 

2019.11.20. 

 

町田静生。[講演] 子宮頸がんの現況とその予防にむけて.  那須郡市医師会学術講演会.  

大田原市 2019 年 10 月 23 日 

 

松原茂樹。特別講演：産科大出血との格闘 20年：術式確立とそれを後輩へ残すためのさ

さやかな努力。栃木県産婦人科学会・医会：第 46回医会・学会合同総会並びに医会特別

研修会。2019年 5月 19日。栃木健康の森 

 

松原茂樹。論文の書き方の基本。第 71回日本産科婦人科学会学術講演会 セミナー講演 

2019年 4月 14日 名古屋国際会議場 

 

松原茂樹。Introductory remark: Impacted head への帝王切開の工夫。2019年度宇都宮産婦人

科医会および各群市部合同研修会 2018年 5月 10日 宇都宮ホテル東日本 


